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東大理 鈴 木 増 雄
臨界現象にとって,もっとも基本的な概念の一つは,臨界指数の普遍性である｡今ま
での古い普遍性は,普通に臨界温度からの差をもとにして定義された臨界指数が系の細


















1. hiddenvariablesに基づく Fisher2)のくり込まれた臨界指数 :
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3. 3体力の 3角格子｡ BaxterとWu4)は2次元でこの間勉 を厳密に解いて,α- a,
-号 を得た｡このように大きなαの値 も,weak universalityl)の立場では,たまたま,
リが理想イジング模型の値 レ- 1から大きくはずれ, y-U,-号 にな-たことに依る
ものとして理解される｡ 実際,weakuniversalityから,次の値が予想されていfCl):
リ= y′=3_
3'β- 左 , γ- 言 , ワニi , ♂-15, (4)
ごく最近, p-{2が確認された5.)'6) そのうちに他の予想値 も遠からず,確認される
ものと期待 される｡
4. 特殊な2体力イジング模型 (byJbngling7),8)) :彼は,彼のモデルをBaxtermodel
と類似した4体力イジング･モデルに変換 して,臨界指数が相互作用 と共に連続的に変る
ことを示 した｡ これも,weakuniversalityは満足している｡








f(K)二 a4･(K-Kc)4+ -････ ; K-∫/kT･
i(K)= a2 ･(K-Kc)2
に対応している｡ 明らかに,(5)のYehの結果からは,a-α′--2,〟-2,β-1/i,
㍗-招 ｡ これは,再びweakuniversalityを満たしている｡ 飾 りつきを複雑にすると,
Yehの議論は容易に拡張できて,













































21. M.Suzuki,ボーズ統計 50周年記念理論物理国際会議及び冬の学校 (1977年 1月6日
-25日ニューデ リー )のプロシーディングス｡
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